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　　　Ｂ－23　毛製品の洗たくＫ用いる中性，弱アルカリ性洗剤の評価

　　　　　　花王生活科学研　　掛川貞夫　鶴岡英樹　○大谷洋子

　目的　従来，毛製品の洗たくには中性洗剤が用いられてきたが，近年，弱アルカリ

性洗剤でもその用途に毛製品を含めた表示をしているものがある。そこで，中性洗剤

または弱アルカリ性洗剤（高級アルコール系釦よびアルキルベンゼン系）で洗たくし
た場合に,毛製品の受ける影響を知ることによって，各洗剤の特性を知力,毛製品の

洗たくに訃ける各洗剤の評価，適性，洗たくのあわ方忙ついて考察した。

　方法　中性訟よび弱アルカリ性の各種市販洗剤を用いて毛メリヤス編布をく!）かえ

し洗たくし，洗浄力，風合，黄変性，螢光剤の染着性，収縮性等を比較検討した。

　結果　中性洗剤は一般の弱アルカリ性洗剤瓦比べて洗浄力の面ではやゝ劣るが,風

合，‘白度等で優れた特質を有している。一方，弱アルカリ性洗剤では洗浄力が高いと

いう特質を持つが他の面で中性洗剤に比べてやゝ劣る。　しかし，弱アルカリ性洗剤の

中でも高級アルコール系のものは，アルキルベンゼン系のものに比べて風合が優れ，

中性洗剤と同等の評価を得ている。

以上のことから，毛製品の洗たくにおいては汚れが比較的少々く，衣料品の外観，風

合等を保持することが望まれるがしやれ着等に対しては中性洗剤の使用が好ましく，

一方，汚れのひどい普段着等では洗浄力が高い点を重視すれば弱アルカリ性洗剤で，

しかも風合の面でよわ良好痙高級アルコール系のもの亦適しているといえる。

　　　B－24　毛髪に刻t’弓研爽（f^報）

　　　　　　ライオ;ﾝ哀研　〇大塚登美子･　久保田隆i.　田中良平ま簾邦成

　目的　厄けんで洗髪し托場合の，Bけんの毛髪|て及ばす影響の農紺乞行なう，

　方造　石＼ﾅん洗髪後，毛髪に付着した石,ナん分の定量右行なロ,付着石|ﾅん量の興

な^毛髪乞用いて，石けん洗髪,り;う毛髪・伸度。強度，勲摩擦係数，a光Cフェー

ドメ-タj）照射の影響，おヽよび毛髪・艶専。き鳶に及ぼ｀す影響・竣か良行5:つす^ e

　まn，顕微鏡,nぷご否毛髪表面の観察も併せて行^? ->几。

　効果　漣常・水道水乞用I) Tも, eiナん戈髪のくリ蓋し回数が多くな§程，%髪|v

付着す§金属石|アん量が多くなリ，伸岸が｀色下す否, まr-，毛髪・艶，チ触リ, 濤の

通'J が劣化す5 .

　一方, こノ-7'i/フ'－を用口て洗髪レた場合l-ぼ，未処理（ブラこノワ）の場合と同程度

で, 石＼ﾅん洗髪よりも良好であi ．

　従-7 T , 洗髪I" は, :ｼｬ'ノプ一右便用す§のが望ましI) 0


